
 
山藤のクロマツの伐採について 

【経過】 
 金城町今福(岩塚)に所在する「山藤のクロマツ」(推定樹齢 330 年)について
は、平成 5 年 3 月 31 日に金城の巨樹・銘木として町文化財指定を受けたクロマ
ツの大樹であり、⻑きにわたり旧街道の塚木として威容を誇ってきた銘木とな
っています。 
 しかしながら、今年度に入りクロマツが枯れているとの報告を受け、樹医によ
る樹勢診断を受けたところ、マツクイムシの関与と褐班葉枯病

かっぱんはがれびょう
が見つかり、衰弱

しているとの報告を受けました。すでに回復の見込みは無く、場所柄、樹冠直下
の人家や隣接市道への被害も想定されることから、早期の伐採が必要との意見
を受けました。また、樹木管理者からも倒壊による被害を危惧し、市に伐採要望
を受けております。 
【市としての対応】 
 これを受け金城支所産業建設課と文化スポーツ課で協議を実施し、近くに小
学校があり通学路としての利用があること、倒壊時に市道への影響が想定され
ることから、道路管理者として利用者の安全確保の観点から“危険木・支障木緊
急除去事業”により伐採を行うこととします。 
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